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2月9日付21受開原研第125号回答に対する抗議文　

回答は「非常に微妙」という発言をもみ消す狙いがあり、決して容認できない。
省庁では自らの所管（権限）に関してのみ答え、所管（権限）を越えたことには答えないのが常識である。「非常に微妙」発言の際も、本来はその常識に従い、所管（権限）を超えているので答えられないと言わなければならない場面であった。

しかし仕分け人の想定外の質問に、思わず所管（権限）を超えて「微妙」であるとの本音の発言が飛び出したものである。

ところが貴職は、「非常に微妙」発言に関し私たち住民団体や瑞浪市及び岐阜県の追求に遭い、回答の中で「文部科学省がお答えすることに微妙な面を含むという趣旨」と、所管を越えている事を理由に言い逃れ、発言のもみ消しを図った。

　それは、

　仕分け人「今の２ヵ所は、絶対、実際の場所にはならないという合意のもとでやっているのですか？」

・文部科学省「そこは非常に微妙なところでありますけども、地元との関係では、そういう考え方でやっています。」
という前後の文脈からも明らかである。これらのどこに、「微妙」が省庁の所管に関わる意味であることを示唆する言葉があるのか。「非常に微妙」は、「絶対、実際の場所にはならないという合意のもとでやっているのですか？」という、仕分け人の質問そのものに対する答え以外の意味に解釈することはできない。
　地元住民の切実な不安から発した質問に対し、詭弁で取り繕った回答で不都合な発言のもみ消しを図ることは、二重に住民を欺くものだ。

このような対応は、高レベル放射性廃棄物の処分場問題について誠意を持って国民に理解を得るとの趣旨からほど遠い行為である。

特に「非常に微妙」発言は、国策の名の下で最終的には研究施設周辺地域等が高レベル放射性廃棄物の処分場になる可能性を踏まえた「非常に微妙」の発言と思わざるを得ない。研究施設がある北海道と岐阜県の私たちは、今回の「非常に微妙」発言が将来の高レベル放射性廃棄物の処分地選定に対する国の意向を示したものとして、非常に重要視している。
真実を知らせず、あえて誤解を招くような表現を使いながら強引に高レベル放射性廃棄物処分政策を遂行していく国の姿勢に対して、地元住民はこれまでも不信感を募らせて来た。このようなやり方は、高レベル放射性廃棄物の処分場問題について、これを生み出し続けることの是非も含めた真の解決を更に遅らせ、国民に大きな代償を払わせるだけである。

貴職は、今また同じ愚行を繰り返していることを自覚すべきであり、二度とこうした不誠実な態度で地元に対応しないよう強く抗議する。
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